
 

 

 

 

 

 

 

 

 

別記１ 土地現地調査書の作成要領 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



1 

 

 

土地現地調査書の作成要領 

 

【基本事項】 

１ この調査報告書は，土地の表示に関する官公署の登記嘱託について，現地での申請土地及び関係

する土地の特定及び嘱託に係る事項に関し，調査，確認した経緯，結果等をとりまとめて明らかに

するものであり，原則として１筆の土地ごとに１現地調査書用紙を用いて作成するものとする。た

だし，数筆の土地を一括して嘱託する場合において，調査，確認した経緯，結果等の内容が同一で

あるときは，関係する土地をとりまとめて１現地調査書用紙により作成して差し支えない。 

２ 各欄中，該当する項目の□の中にレ点，●，■等の印を付ける。該当する項目が複数ある場合は，

それぞれ印を付ける。該当する項目の表示がない場合は，その他に印を付け（  ）内に項目を記

載する。 

  なお、当該箇所に記載できない場合には，特記事項欄に記載する。 

３ 担当者名は、現地において直接立会い及び本人確認を行った担当者名を記載し押印する。 

４ 参考図等に必要事項を記載した場合は，該当各欄又は特記事項欄にその旨を記載する。 

 

【各欄の記載】 

Ⅰ 基礎情報（登記記録又は申請情報） 

 ０１ 登記の目的欄 

    該当する登記の目的を記載する。 

 ０２ 申請土地欄 

    申請土地の登記記録上の所在，地番，地目，地積を記載する。なお数筆の土地を 一括申請

する場合において，調査，確認した経緯，結果等の内容が同一であるときは，関係する土地の

地番，地目，地積を併記する。 

 ０３ 所有者欄 

    申請土地の所有者の住所（所在地），氏名（名称）を記載する。登記記録上と相違する場合

にはその事由（住所移転，氏名変更，相続等）を特記事項欄に記載する。 

 ０４ 隣接土地及び所有者等欄 

    ０２，０３と同様。 

Ⅱ 資料に関する調査又は確認 

 ０５ 登記所備付地図の種類欄 

    対象となる土地の管轄登記所備付け地図について，調査，確認した事項を記載する。 

 ０６ 登記所以外の資料欄 

    登記所以外で管理，保管されている資料等について調査した資料等の名称，保管部署等につ

いて記載する。 

Ⅲ 申請土地現地調査及び隣接土地現地調査 

 ０７ 土地の区画・形状調査・確認欄 

    確認資料及び現地で調査，確認した結果を記載する。 

 ０８ 占有状況・利用状況の調査欄 

    申請地及び関係する土地の現況，利用状況等について調査した結果を記載する。 
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 ０９ 事業の概要欄 

    分筆等を行う事業の内容等（例 ○○道路改良事業）を記載する。 

Ⅳ 立会人筆界確認 

 １０ 立会人及び本人確認方法欄 

    土地の筆界の調査に関し，立会いを行った結果及び確認作業の結果等を記載する。 

    本人確認の方法（例 身分証明書，運転免許証，被保険者証，委任状，立会通知書持参，面

識有り等），資格（例 本人，代理人，管理者，相続人等）を記載する。 

 １１ 公有地の立会い確認欄 

    公有地等の立会い等について，立ち会った官公署の職員の所属，官職，氏名を記載する。 

 １２ 筆界調査の方法欄 

    筆界調査のため利用した資料等，筆界確認の方法，結果を記載する。 

１２－２ 各筆界点毎の筆界確認状況を明記する。 

調査のため利用した公図、地積測量図、換地図等の既存資料や、現地の構造物、地

形、既設境界標等との整合性、立会人の確認状況等について記載する。 

１２－３ 各筆界点が現地における位置を示したものであると確認できる写真を添付する。 

（ア） 遠景 申請土地の周辺状況が確認できるもの 

（現地における申請土地の位置が特定できるもの） 

（イ） 近景 筆界点（境界標）の周辺状況が確認できるもの 

（現地における筆界点（境界標）の位置が特定できるもの） 

 

Ⅴ 地積の測量方法に関する情報 

 １３ 基本三角点等・恒久的地物からの測量欄 

    (1) 与点の種類 基本三角点等に基づく測量を行った場合に，与点として使用した基本三角

点等を記載し，その位置を図面に表示する。 

    (2) 恒久的地物の種類 基本三角点等に基づく測量ができない特別の事情がある場合には，

近傍の恒久的地物を記載し，その位置を図面に表示する。  

１３－２ 各筆界点を復元するために必要な基準点網図を参考図に添付する。 

１４ 筆界点測量欄 

    調査，測量を行った場合に，各筆界点の番号，標識の種類及び既設，新設の別を記載する。 

 １５ 求積方法欄 

    求積計算の方法，登記記録の地積測量図との差を記載する。 

 １６ 誤差の許容限度欄 

    不動産登記規則第１０条第２項による地域区分及び同条第４項による精度区分に従って記載

し，辺長，面積等の誤差を確認した結果についての判断を記載する。 

 ※ 特記事項欄及び備考欄には該当事項欄に記載できない事項のほか，参考となる事項等を記載す

る。  
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作成

官 公 署 名

担当課長名 ㊞　

担 当 者 名 ㊞　

□表　題 □分　筆 □地積更正 □地図訂正　

□その他

所 在

不 動 産 番 号

地 番

地 目

地 積 ㎡

住 所 ・ 所 在 地

氏 名 ・ 名 称

地 番 □別紙参考図

住 所 ・ 所 在 地 記載のとおり

氏 名 ・ 名 称

地 図 の 種 類 □地　図 □その他 （ ）

縮 尺 □１/500 □1/1000 □縮尺なし □その他 （ ）

□国土調査 □区画整理 □土地改良

□その他

□　甲　１ □　甲　２ □　甲　３

□　乙　１ □　乙　２ □　乙　３

□ 有 □ 無 □その他 （ ）

備 考

地 番

現地との整合性

現地との整合性

□その他 （ ） 現地との整合性

□宅　地 □山　林 □原　野

□農　地　 （　□　田　　　 □　畑　　） □雑種地 （ ）

□公共用地 □その他 （ ）

□市街地 □村落地・耕地 □山林原野

（ ）

□地目変更・更正

　なお，調査，測量について，境界立会いを行ったものについては，筆界について，所有者，関係人等の承
諾を得たものである。

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

（建物の有無　□有　□無）

（□道路　□水路　□　　　　）

Ⅰ
基
礎
情
報

（
登
記
記
録
又
は
申
請
情
報

）

０1 登 記 の 目 的

０２

０４

特 記 事 項

隣 接 土 地 及 び
所 有 者 等

Ⅱ
資
料
に
関
す
る
調
査
又
は
確
認

登 記 所 以 外
の 資 料

作 成 事 業

土 地 の 区 画 ・
形状調査・ 確認

□　精度区分なし

□地　図　　　　　　

確 認 資 料

□旧土地台帳付属地図 （ ）

平成　　年　　月　　日確認

０６

□地積測量図

占有状況 ・ 利 用状 況の 調査

特 記 事 項

□官民境界確認　　　□民有地境界確認

０８

□法第14条第１項地図
０５

登 記 所 備 付
地 図 の 種 類

精 度 区 分

□地図に準ずる図面

Ⅲ
申
請
土
地
現
地
調
査

特 記 事 項

０９ 事 業 の 概 要

申 請 地

０７

周 囲 の 状 況

確 認 事 項

（分筆後土地等）

土　地　現　地　調　査　書

所 有 者

申 請 土 地

０３

　次のとおり調査・確認したことに相違ありません。

平成　　年　　月　　日
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地 番 □別紙参考図

申請地との整合性 記載のとおり

申請地との整合性

□その他 （ ） 申請地との整合性

□宅　地 □山　林

□農　地　 （□　田　　　 □　畑　） □原　野

□雑種地 （ ） □その他 （ ）

□公共用地 （□道　路 □水　路 □ ）

地 番 申請地 □別紙参考図

立 会 者 の 住 所 記載のとおり

立 会 者 の 氏 名

立 会 者 の 資 格

立 会 年 月 日

本 人 確 認 方 法

地 番 □別紙参考図

資 格 記載のとおり

官公署・所属部局

官 職 ・ 氏 名

□地積測量図　　　□公　　図

□そ　の　他

□電子基準点 （ ） □三　角　点 （ ） □別紙参考図

□図　根　点 （ ） □街区基準点 （ ） 記載のとおり

□都市基準点 （ ） □そ　の　他 （ ）

□橋　梁 □鉄　塔 □別紙参考図

□引照点 □その他 記載のとおり

座 標 系 □世界測地系 □旧測地系 変 換 方 法

観 測 方 法 □ＴＳ測量 □ＧＰＳ測量 □その他

精 度 管 理 測 量 年 月 日

筆 界 点 名 □別紙参考図

既設 ・新設 の別 記載のとおり

観 測 方 法 □ＴＳ測量 □ＧＰＳ測量 □その他

座 標 系 □任　意

測 量 者 測 量 年 月 日

計 算 方 法 □座標法 □その他

地 域 区 分 精 度 区 分

判 断 の 概 要 地積更正 □不要　□要 地図訂正 □不要　□要

□公用地境界確定図 □所有者の指示

（ ）

□世界測地系

（ ）

与 点 の 種 別

（ ）

□法14条第１項地図 □区画整理等確定図

（建物の有無　□有　□無）

（ ）

誤差の許容限度

求 積 方 法
登記記録の地積測量図との差

□立会人の指示

（ ）

１５

特 記 事 項

立 会 人 及 び
本 人 確 認 方 法

公 有 地 の
立 会 確 認

１０

□地積測量図

占有状況 ・ 利 用状 況の 調査

Ⅲ
隣
接
土
地
現
地
調
査

備
　
考

特 記 事 項

Ⅳ
立
会
人
筆
界
確
認

特 記 事 項

筆界調査の方法

１１

１２

１６

Ⅴ
地
積
の
測
量
方
法
に
関
す
る
情
報

恒 久 的 地 物

の 種 別

筆 界 点 測 量
（境界の細部測量）

１４

基本三角点等・
恒 久 的 地 物
か ら の 測 量

１３

□鉄筋コンクリート建造物

土 地 の 区 画 ・
形状調査・ 確認

確 認 資 料

□地　図　　　　　　

隣 接 地

０７

０８
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【記載例】

作成

官 公 署 名

担当課長名 事務所長 甲野太郎 ㊞　

担 当 者 名 総務課 乙川花子 ㊞　

□表　題 ■分　筆 □地積更正 □地図訂正　

□その他

所 在

不 動 産 番 号 ○○○○○

地 番 ○○○番○

地 目 宅地

地 積 ㎡ １２３．４５

住 所 ・ 所 在 地

氏 名 ・ 名 称

地 番 ■別紙参考図

住 所 ・ 所 在 地 記載のとおり

氏 名 ・ 名 称

地 図 の 種 類 ■地　図 □その他 （ ）

縮 尺 ■１/500 □1/1000 □縮尺なし □その他 （ ）

□国土調査 □区画整理 ■土地改良

□その他

□　甲　１ ■　甲　２ □　甲　３

□　乙　１ □　乙　２ □　乙　３

■ 有 □ 無 □その他 （ ）

備 考

地 番 ○○○番○

現地との整合性

現地との整合性

□その他 （ ） 現地との整合性

■宅　地 □山　林 □原　野

□農　地　 （　□　田　　　 □　畑　　） □雑種地 （ ）

□公共用地 □その他 （ ）

■市街地 □村落地・耕地 □山林原野

岐阜市○○町△△番地

法務一郎

□　精度区分なし

■官民境界確認　　　□民有地境界確認

（建物の有無　■有　□無）

（□道路　□水路　□　　　　）

占有状況 ・ 利 用状 況の 調査

平成19年6月1日確認

特 記 事 項

平成　　年　　月　　日

□地目変更・更正

（ ）

岐阜市大字○○字△△

申 請 土 地

０３

　次のとおり調査・確認したことに相違ありません。

岐阜県　岐阜土木事務所　

登 記 の 目 的

０２

Ⅲ
申
請
土
地
現
地
調
査

特 記 事 項
○○土地改良区作成の換地成果として換地図は存在するが測量図は無い

○○番と○○番との境界線に付き閉鎖公図との一部不整合がある

０９ 事 業 の 概 要

申 請 地

０７

周 囲 の 状 況

確 認 事 項

（分筆後土地等）

■法第14条第１項地図

（ ）

登 記 所 備 付
地 図 の 種 類

精 度 区 分

□旧土地台帳付属地図

登 記 所 以 外
の 資 料

作 成 事 業

土 地 の 区 画 ・
形状調査・ 確認

■地　図　　　　　　

確 認 資 料 □地積測量図

□地図に準ずる図面

０４

特 記 事 項

隣 接 土 地 及 び
所 有 者 等

所 有 者

Ⅰ
基
礎
情
報

（
登
記
記
録
又
は
申
請
情
報

）

０1

Ⅱ
資
料
に
関
す
る
調
査
又
は
確
認

０８

０５

０６

土　地　現　地　調　査　書

　なお，調査，測量について，境界立会いを行ったものについては，筆界について，所有者，関係人等の承
諾を得たものである。

○○道路改良事業
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地 番 ■別紙参考図

申請地との整合性 記載のとおり

申請地との整合性

□その他 （ ） 申請地との整合性

□宅　地 □山　林

□農　地　 （□　田　　　 □　畑　　） □原　野

□雑種地 （ ） □その他 （ ）

□公共用地 （□道　路 □水　路 □ ）

地 番 申請地 ■別紙参考図

立 会 者 の 住 所 記載のとおり

立 会 者 の 氏 名

立 会 者 の 資 格

立 会 年 月 日

本 人 確 認 方 法

地 番 ■別紙参考図

資 格 記載のとおり

官公署・所属部局

官 職 ・ 氏 名

□地積測量図　　　□公　　図

□そ　の　他

□電子基準点 （ ） □三　角　点 （ ） ■別紙参考図

□図　根　点 （ ） ■街区基準点 （ ） 記載のとおり

□都市基準点 （ ） □そ　の　他 （ ）

□橋　梁 □鉄　塔 ■別紙参考図

□引照点 □その他 記載のとおり

座 標 系 ■世界測地系 □旧測地系 変 換 方 法

観 測 方 法 ■ＴＳ測量 □ＧＰＳ測量 □その他

精 度 管 理 結合精度 １／30000 測 量 年 月 日

筆 界 点 名 ■別紙参考図

既設 ・新設 の別 記載のとおり

観 測 方 法 ■ＴＳ測量 □ＧＰＳ測量 □その他

座 標 系 □任　意

測 量 者 測 量 年 月 日

計 算 方 法 ■座標法 □その他

地 域 区 分 市街地 精 度 区 分 甲２

判 断 の 概 要 地積更正 ■不要　□要 地図訂正 ■不要　□要

占有状況 ・ 利 用状 況の 調査

（ ）

■法14条第１項地図 □区画整理等確定図

（ ）

（建物の有無　□有　□無）

□地積測量図

特 記 事 項

（ ）

□公用地境界確定図 ■所有者の指示 ■立会人の指示

□鉄筋コンクリート建造物

（ ）

与 点 の 種 別

土 地 の 区 画 ・
形状調査・ 確認

確 認 資 料

□地　図　　　　　　

隣 接 地

０７

平成19年6月10日

地元の区長・自治会長の○○○○様にも立会を求めた

１２

（ ）

基本三角点等・
恒 久 的 地 物
か ら の 測 量

１３

特 記 事 項

備
　
考

特 記 事 項
街区基準点NO．○○○○は破損しており点検の結果使用不可である
備付地積測量図と境界標の種類が違うが亡失していたため今般復元し新設した

備付地積測量図が三斜計算のため一部地積に差が生じた

１６

Ⅴ
地
積
の
測
量
方
法
に
関
す
る
情
報

公嘱太郎

恒 久 的 地 物

の 種 別

（±○○．○○○㎡）

筆 界 点 測 量
（境界の細部測量）

１０

筆界調査の方法

立 会 人 及 び
本 人 確 認 方 法
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